
」一

ト・

－

　巽鏡子鱈の便リ　私はA基地におけるrプロ暫タ’戸で

す．養成所末期の卒業生です．例の機構改：革で一応気象

台に見限りをつけて出たのですが，やはり外の不景気め

風に吹き寄せられて昔とったキネヅカでこめA基地の気
象員としてまた舞いもどってきました．適令期なのです

が基地要員はいつ首になるかわからぬというので女性に

警戒されています，いや本当は基地拡張に反抗する土地

の人が私達要員を白い目で見ているのです．でも仕方が

ないじやないですか，ジエット機が発着するようになれ

1ば拡げなければならないでしよう．たとえそのジエット

機が軍用機であっても私達だって決してこんな所で働い

ているのは楽しくありません．つい昨年までゲートの出

入にはべ：ントヴ箱まで開かられて身体検査を受けていた

のです，・アメリカ国歌のなりひぴくこの基地をアメリカ

人は（Our　land）といっ「ています，吉田さんが！7シント

ンで例のトイレットペーパーを読みあげてこうなること

を約束してしまったんですから本当に困ったわけです．

私達はそのシリヌグイをする運命の星の下に産れたと，思

ってあきらめなきやならないわけですがね。

　いまファ』キシミルの特有な臭がこのペンキをぬりたて

た天気図室にただよってきました．ボスが入って来る時

間です．手紙などを書いていると’‘お前はdutyをやつ

ていなヤ・1’とノ》ッパをかけられます．雲鏡子さん，この

日本の雲りはいつ晴れるんですかね。は

やぐ日本晴れの天気が来ないですかね』

こんな臭いことばかり書いて申し訳あり

ません．　　（A基地プロッダーより）

繍藷酬よいうま嚇く発表り場であ纈麟
に騨の駅もある・磯欄査の内群果鱗表して購
ヂィスヵッションを経てはじめて論文の体をなすとし、えモ綴

るであろう．し鳶がって講演会ではオリジナルな発表を』磯

翻すると向じ畿に・論に重能おかなげればなら，lll

ない1討論も含めて講演時間が5分とか7分という師・瀕

窯隷礪難灘勢綿桑磯
しろし｝・研究の内容にも溌表態度にも個性燦じみ出灘

てくる・一気かすいに飛ばす型・，るる説明する型規鵡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導えを切る型課板に向ったきりで終る型・まじめ型遵．講

っけい型等々いくらもある詩嫡の個騨どうにも欺憾

らないだろうが，時間を決めて講演をするのには一応心雲

得なければならない点がいくつかある・　．　、，ほ

（1）一時間内に要領よく謎すること・（2）研究鰯の、誉

途中で間題になつたところにアぞセントをつけるこぢ　，二1

（3）討論を引き出すよ5にしむける』こと・「そ9た誇燃☆

特に討論を希望する間題を強調する4と・（4！膿ず，鱒濤

な緊張蓼避けるためには上品准普一モアも交えるごと1璽燦
（5）討論は手ぎわよく活発に欲と・一（6）一討論の場饗

，乱さないこと．　　’

　　　　　　　などであろう．討論もなかなかむつかし・．

　　　　　　　いものである，　・　　　　　　　　　暁

，（イ．キ）

血’

　“天気，㌧が磯開紙になるに当つて天

気も来年からは学会の機関紙として発足

することになった．

　発刊以来2ケ年にわたって献身的な努’

力をされた編集者は勿論，原稿を多く瑳って下さった方

々に感謝するとともに，ここで2年間をふりかえっ’て天

気のあり方について，もう’一度反省してみることは有益

であり，又薪しい編集者に対しても参考にしていただけ

ると思う．

　新しく，機関紙としてゐ内容が加わるζとを除けば主

として2つの面が重要であろう．第1は，地方の測候所

や，気象に関心を持った人々の研究，調査（それは完全

な論文という形でなくとも，問題提起であっても重要で

ある）民生協力の実態，風土記といったものがコーンパク

トな形で数多く掲載されること．第2は直接研究調葦を

している研究者からの国際的な，あるいは国内的仕事を

親切に紹介した論文・それによって・気象学全般の動ぎ

がっかめるようにすること，を希望したい．最近の天気

を見て未だ不十分な点があるにもかかわらず次第に，一こ

れら2つの面がバランスするようになったことは喜ばし

い．今後益々多くの読者にとって親しめる有益な雑誌に

発展することを心から願っている．　　　　量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（α、9）

　・25

数も多いし・種繍多》・し耐論楯発曾ね・串態箋

ら掴の学会礪もしいものだと騨しまし恭㌧1△鐸
　A‘孟ほめるばかりでなく，少し欠点も突いて下さ事．醜盤

東京にいては気のつ純いことカ§・地方の方から購ど鷺

よくわかることもあるでしよう”

　B“そういわれれば，言いたいこともあ’りますね勘’

　A“一一・”　　　　　　　　 ㌧

　B“あせりが目につきますよ，いなか者はのんびりし

てるでしよう．論文の数など間題にしないですね．現象

に取っ組んだら，ゆっ’くりかまえて，．．とことんまでしら

べ上げる．最後のぎりぎりまで研究して，もうこれ以上一、

手のうちようがないところまでいって，はじめて論文の

体をま．とめようとかかるようにしますね・東京じやそう

はしておれないのでしよう．とにかくまとめなくては，

・数をものしなぐてはというところがあるようですね．卒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほワ直に言わしてもらえ屡ね・東享にもいなか者がもつとい←置、、

てもらいたいね”　　　　　　’．　　　　　　　　　一　下l

　A“さすがにおもしろい意見だね”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（い）、　’儀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　咲気”2●1；L☆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’語

　いなか者A，“しばらくぶりに上京さ

れて，学会講演会の感想などど・うです。」

か”　．　・　『　冗・』』縁
B‘‘さ捌こ鯨は盛ですね講渾鷺


